
委員会レポート
各常任委員会に付託された案件について、審査した内容と結果を掲載しています。

総務文教常任委員会

環境福祉常任委員会

産業建設常任委員会

霧
島
市
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
11
月
19
日
に
健

康
保
険
法
施
行
令
等
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令
が
交
付
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
霧
島
市

国
民
健
康
保
険
条
例
第
６
条

第
１
項
の
出
産
育
児
一
時
金

の「
39
万
円
」を「
40
万
４
０

０
０
円
」へ
改
正
す
る
も

の
。
出
産
育
児
一
時
金
に
つ

い
て
は
、
平
均
的
な
出
産
費

用
の
増
加
に
伴
い
、
実
質
的

な
負
担
軽
減
の
観
点
か
ら
、

加
算
後
の
総
額
が
現
行
と
同

額
の
水
準
に
な
る
よ
う
に
基

本
額
を
引
上
げ
た
も
の
で
あ

る
。
な
お
、
こ
の
条
例
の
施

行
は
平
成
27
年
１
月
１
日
か

ら
と
な
り
、
同
日
以
降
出
産

さ
れ
た
方
が
対
象
と
な
る
と

の
説
明
。

■問　
実
質
の
出
産
費
用
負
担

額
は
い
く
ら
か
。

■答　
国
保
中
央
会
が
取
り

ま
と
め
た
平
成
25
年
度
の
出

産
費
用
の
全
国
平
均
が
、
49

万
１
４
２
５
円
。
平
成
26
年

度
の
霧
島
市
の
国
保
申
請
分

は
、
平
均
42
万
８
６
０
１
円

と
な
っ
て
い
る
。

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て（
霧
島
市
国
分
斎
場
）

　

３
６
５
日
職
員
を
配
置

し
、
予
約
受
付
を
行
う
こ
と

で
、
利
用
者
の
利
便
性
向
上

に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
を
評

価
し
た
ほ
か
、
様
々
な
有
益

な
選
定
意
見
が
出
さ
れ
、
株

式
会
社
フ
ク
シ
マ
を
指
定
管

理
者
と
し
て
指
定
し
よ
う
と

す
る
と
の
説
明
。

■問　
事
業
計
画
の
中
で
、
万

が
一
の
場
合
に
備
え
、
近
隣

火
葬
場
は
も
と
よ
り
、
県

内
・
外
の
火
葬
場
の
管
理
者

と
円
滑
な
交
渉
及
び
意
思
の

疎
通
が
図
れ
る
よ
う
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
努
め
る

と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
市
で

も
具
体
的
な
取
り
組
み
を
検

討
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
そ

の
よ
う
な
事
態
の
と
き
管
理

要
員
は
不
足
し
な
い
か
。

■答　
市
と
し
て
近
隣
の
火
葬

場
と
の
具
体
的
な
協
議
は

行
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

大
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

本
市
の
火
葬
場
だ
け
で
の
対

応
が
困
難
な
状
況
も
予
想
さ

れ
る
。
非
常
時
の
連
絡
・
連

携
に
つ
い
て
、
今
後
、
近
隣

火
葬
場
と
の
協
議
に
つ
い
て

検
討
す
る
。
ま
た
、
管
理
要

員
に
つ
い
て
は
、
当
施
設
外

の
社
内
職
員
が
火
葬
業
務
に

対
応
で
き
る
。

霧
島
市
立
保
育
所
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
と

財
産
の
処
分
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
４
月
か
ら
、
市

立
国
分
西
保
育
園
を
民
営
化

す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を

改
正（
国
分
西
保
育
園
の
項

を
削
除
）し
よ
う
と
す
る
も

の
。
ま
た
、
同
保
育
園
の
土

地
・
建
物
の
不
動
産
鑑
定
評

価
は
、
土
地
６
１
２
０
万

円
、
建
物
１
８
７
０
万
円
の

評
価
額
で
あ
っ
た
。
建
物
は

36
年
を
経
過
し
、
経
年
劣
化

が
随
所
に
見
ら
れ
、
直
近
の

維
持
・
補
修
に
約
４
０
０
万

円
を
投
入
し
て
い
る
。

　

今
後
も
修
繕
ま
た
は
施
設

の
更
新
も
見
込
ま
れ
る
た

め
、
現
状
引
き
渡
し
の
条
件

で
無
償
と
し
た
と
の
説
明
。

■問　
全
国
的
に
保
育
士
の
処

遇
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、

移
管
後
の
処
遇
に
つ
い
て
懸

＜審査した議案・陳情＞
議案第75号
議案第80号
議案第81号～88号、91号、98号

議案第104号
議案第108号
議案第109号
議案第111号
陳情第８号
陳情第６号

陳情第10号
陳情第11号

霧島市立学校の設置及び管理に関する条例の一部改正について　………………………………賛成多数で可決
霧島市消防長及び消防署長の資格を定める条例の制定について　………………………………全会一致で可決
　　　　　　　　　指定管理者の指定について　…………………………………………………全会一致で可決

霧島市新市まちづくり計画の変更について　………………………………………………………賛成多数で可決
霧島市長等の給与等に関する条例及び霧島市教育長の給与等に関する条例の一部改正について　……賛成多数で可決
霧島市職員の給与に関する条例の一部改正について　……………………………………………全会一致で可決
霧島市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について　………………賛成多数で可決
「県民の安全が担保されない拙速な川内原発１・２号機の再稼働を認めない決議」の採択を求める陳情書　…賛成少数で不採択
「川内原発1・2号機の再稼働に当たって250㎞圏内に入る県内全自治体の同意を得る意見書」
の採択を求める陳情書　……………………………………………………………………………賛成少数で不採択
「川内原発３号機増設計画」の白紙撤回を求める陳情書　………………………………………賛成少数で不採択
川内原発１号機２号機の再稼働に反対し廃炉を求める陳情書　………………………………賛成少数で不採択

◎池田　綱雄　 ○有村　隆志　 平原　志保　 阿多　己清　 中村　正人　 松元　深

　塩井川幸生　 　池田　守　　 前川原正人総務文教常任委員会

（いきいき国分交流センター、国分運動公園ほか３施設、横川体育館ほか４施設、牧園アリーナほか２施設、隼人体育館ほか３施設、隼人庭球場
 ほか２施設、国分総合プール、サン・あもりほか１施設、溝辺コミュニティセンターほか８施設、まきのはら運動公園ほか４施設）

＜審査した議案・陳情＞
議案第76号
議案第89号
議案第110号
議案第112号
陳情第12号
陳情第13号
陳情第14号

霧島市国民健康保険条例の一部改正について　……………………………………………………全会一致で可決
指定管理者の指定について（霧島市国分斎場）……………………………………………………全会一致で可決
霧島市立保育所の設置及び管理に関する条例の一部改正について　……………………………賛成多数で可決
財産の処分について（国分西保育園建物）…………………………………………………………賛成多数で可決
原子力に依存しない自然エネルギー政策に転換を求める陳情書　……………………………賛成少数で不採択
手話言語法制度を求める意見書の提出を求める陳情書　…………………………………………全会一致で採択
「霧島市民の医療を充実するための」陳情書　…………………………………………………賛成少数で不採択

◎時任　英寛　　○宮本　明彦　　徳田　修和　　中村　満雄　　植山　利博

　今吉　歳晴　　　蔵原　勇　　　宮内　博環境福祉常任委員会
◎委員長　 ○副委員長

念
し
て
い
る
。
処
遇
の
向
上

に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
協

議
が
な
さ
れ
た
か
。

■答　
特
に
保
育
士
・
看
護
師

・
介
護
士
な
ど
、
比
較
的
女

性
が
活
躍
さ
れ
て
い
る
職
種

の
処
遇
面
の
改
善
は
必
要
と

考
え
て
い
る
。
保
育
士
の
処

遇
に
つ
い
て
も
個
別
具
体
的

に
協
議
す
る
が
、
移
管
後
も

保
育
士
の
現
状
を
し
っ
か
り

と
精
査
し
、
処
遇
が
悪
い
よ

う
で
あ
れ
ば
市
全
体
の
保
育

の
問
題
と
し
て
改
善
を
求
め

て
い
く
。

▼
次
の
時
代
を
担
う
子
供
を

育
て
る
役
割
、
あ
る
い
は
住

民
福
祉
の
向
上
の
た
め
の
対

策
と
い
う
点
で
自
治
体
の
役

割
は
大
変
大
き
い
。
民
営
化

は
こ
の
福
祉
政
策
の
大
き
な

後
退
で
あ
り
容
認
で
き
な
い

と
の
反
対
討
論
が
あ
り
ま
し

た
。

福
山
幼
稚
園
を
平
成
27
年

３
月
31
日
で
廃
園
に

　

福
山
幼
稚
園
は
、
大
正
15

年
に
校
区
婦
人
会
福
山
幼
稚

園
と
し
て
開
園
し
、
昭
和
44

年
４
月
に
福
山
町
立
幼
稚
園

と
な
り
、
平
成
17
年
11
月
の

合
併
に
よ
り
霧
島
市
立
福
山

幼
稚
園
と
な
っ
た
。
合
併
当

時
、
14
人
い
た
園
児
は
減
少

を
続
け
、
平
成
26
年
度
の
通

園
予
定
者
は
国
分
地
区
か
ら

２
人
の
み
で
、
新
入
園
児
が

い
な
い
状
況
が
予
想
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
26
年
４
月
か
ら

休
園
し
て
い
た
。
27
年
度
以

降
も
園
児
の
入
園
が
見
込
め

な
い
た
め
、
平
成
27
年
３
月

31
日
限
り
で
廃
園
し
、
条
例

の
一
部
改
正
を
し
よ
う
と
す

る
も
の
と
の
説
明
。

■問　
幼
稚
園
を
廃
止
す
る
こ

と
に
な
れ
ば
、
地
域
の
園
児

を
預
け
ら
れ
る
環
境
が
無
く

な
り
、
過
疎
化
が
進
ん
で
い

る
地
域
が
い
っ
そ
う
疲
弊
す

る
こ
と
に
な
る
。
入
園
者
が

い
た
場
合
に
は
、
ど
う
担
保

さ
れ
る
の
か
。

■答　
３
地
区
の
公
民
館
長
と

も
協
議
し
、
今
後
通
園
す
る

園
児
は
い
な
い
可
能
性
が
あ

り
、
幼
稚
園
施
設
と
し
て
は

使
え
な
い
が
、
地
域
で
の
利

活
用
は
可
能
で
あ
る
。

　

国
分
地
区
や
牧
之
原
の
幼

稚
園
や
保
育
園
な
ど
、
様
々

な
受
け
皿
が
あ
る
の
で
、
一

定
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
は
担
保

さ
れ
て
い
る
。
10
数
人
以
上

の
園
児
が
通
園
す
る
場
合
に

は
検
討
し
た
い
。

い
き
い
き
国
分
交
流
セ
ン

タ
ー
な
ど
、
指
定
管
理
者

指
定
の
議
案
を
審
査

■問　
過
去
に
も
同
じ
施
設
を

管
理
し
て
い
る
場
合
、
過
去

の
評
価
は
、
審
査
に
反
映
さ

れ
て
い
る
の
か
。

■答　
指
定
管
理
業
者
の
選
定

は
、
今
回
で
３
期
目
と
な

る
。
指
定
管
理
者
の
審
査
の

方
法
は
、
提
案
書
を
出
し
て

い
た
だ
き
、
そ
の
中
身
を
点

数
化
し
て
い
る
。
委
員
の
評

価
に
も
違
い
が
出
て
い
る

が
、
総
合
的
に
判
断
し
て
前

回
と
同
じ
指
定
管
理
者
が
選

考
さ
れ
て
い
る
結
果
と
な
っ

て
い
る
。
審
査
項
目
の
中
で

過
去
の
評
価
の
審
査
項
目
は

設
け
て
い
な
い
。
公
平
な
競

争
と
審
査
を
保
つ
た
め
で
あ

る
。

所
管
事
務
調
査

庁
舎
増
築
の
概
要
が
示
さ

れ
る

　

国
分
庁
舎
増
築
に
係
る
基

本
設
計
が
、
委
員
会
に
示
さ

れ
ま
し
た
。
総
工
費
19
億
円

が
想
定
さ
れ
、
合
わ
せ
て
既

存
庁
舎
の
改
修
な
ど
も
予
定

し
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
経
費
な

ど
に
つ
い
て
は
今
後
、
積
算

し
て
27
年
度
予
算
に
計
上
さ

れ
ま
す
。

　

増
築
す
る
庁
舎
に
は
、
福

祉
事
務
所
（
保
健
福
祉
部
）や

商
工
観
光
部
、
教
育
部
が
入

り
、
４
階
は
会
議
室
が
設
置

さ
れ
ま
す
。相
談
室
も
増
え
、

人
目
を
気
に
せ
ず
様
々
な
相

談
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

廃園となる福山幼稚園

（増築庁舎）

︵
増
築
庁
舎
イ
メ
�
ジ
図
︶

いきいき国分交流センター 国分運動公園
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